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電子処方箋について
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「電子処方箋」が始まります
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2023年1月26日から電子処方箋が始まります

STEP1

STEP2

STEP3

【医療情報の連携に必要となる仕組みの導入】

オンライン資格確認により、資格確認業務が効率化され、
レセプトに基づく過去の薬剤情報が参照可能になる。
顔認証付きカードリーダーやネットワーク回線などは、オンライン
資格確認だけでなく、医療情報を連携するための基盤となる。

【処方箋に基づくお薬のデータ連携へ】

電子処方箋の導入により、オンライン資格確認の
仕組みを基盤として、処方箋のデータを医療機関・
薬局、患者間で連携可能になる。

【連携できる医療情報の更なる拡大へ】

検査結果情報なども連携可能になる。

そうだったのか、電子処方箋【医療機関・薬局の皆様へ】 (厚生労働省） https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf を加工して作成

https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf
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出典：第152回社会保障審議会医療保険部会 資料2「オンライン資格確認等システムについて」（厚生労働省 保険局）
（https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000977518.pdf）を加工して作成

オンライン資格確認等システムの原則義務化

基本的な考え方

• オンライン資格確認は、患者の医療情報を有効に活用して、安心・安全でより良い医療を
提供していくための医療DXの基盤となるもの。

具体的な内容

• 保険医療機関・薬局にオンライン資格確認の導入を原則義務化
• 現在、紙レセプトでの請求が認められている保険医療機関・薬局※は、院内等の電子化が
進んでいない現状に鑑み、オンライン資格確認導入の義務化の例外とする。

※電子請求の義務化時点で65歳以上（75歳以上程度の医師等）・手書き請求

（療養担当規則等（省令）、2023年4月施行）

https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000977518.pdf
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電子処方箋ってどんな仕組みなの？
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電子処方箋とは

電子処方箋とは、電子的に処方箋のやり取りをする仕組みです。導入により複数の医療機関や薬
局で直近に処方・調剤された情報の閲覧、それらを活用した重複投薬チェックなどを行えるようになり

ます。

①本人確認/同意 ④情報の閲覧

②処方・調剤された情報や
重複投薬チェック結果の閲覧

③処方箋の登録

電子処方箋管理サービス

オンライン資格確認等システム

⑥処方箋の取得
⑦処方・調剤された情報や
重複投薬チェック結果の閲覧

⑤本人確認/同意

⑧調剤内容の登録

支払基金・国保中央会病院・診療所 薬局

マイナポータルや
電子版お薬手帳アプリ

薬剤師

患者 患者 患者

医師・歯科医師

マイナンバー
カード

健康保険証

例:HPKI*例:HPKI*

*HPKI：保健医療福祉分野の公開鍵基盤(Healthcare Public Key Infrastructure)の略称で、
医療現場において、公的資格の確認機能を有する電子署名や電子認証を行う基盤。

マイナンバー
カード

健康保険証

電子カルテ
システムなど

薬局システム

そうだったのか、電子処方箋【医療機関・薬局の皆様へ】 (厚生労働省） https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf を加工して作成

https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf
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Step① 患者さんによる「本人確認／同意」

医療機関

電子処方箋か紙の処方箋かは患者さんが選択する

健康保険証での受付の場合：受付窓口等で患者さんに処方箋発行形態（電子/紙）を確認

そうだったのか、電子処方箋【医療機関・薬局の皆様へ】 (厚生労働省） https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf を加工して作成

https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf
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Step② 医師・歯科医師による「処方・調剤された
情報や重複投薬チェック結果の参照」

電子/紙に関わらず、今回の処方薬と過去の処方薬との重複チェックを
電子処方箋管理サービスで行うことができる

そうだったのか、電子処方箋【医療機関・薬局の皆様へ】 (厚生労働省） https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf を加工して作成

医療機関

https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf
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出典：「病院・診療所向け オンライン資格確認等システム運用マニュアル」（社会保険診療報酬支払基金）
（https://www.iryohokenjyoho-portalsite.jp/download/docs/unyou_manual.pdf）を加工して作成

重複投薬等チェック

チェック区分 入力薬剤名 チェック対象薬剤名 備考

併用禁忌
チェック

トリアゾラム錠
0.25mg

イトラコナゾール
カプセル50mg

【エラー】他の薬剤と服用【指示】警告

併用禁忌
チェック

L-アスパラギン酸K錠
300mg

エプレレノン錠25mg
※他院（調剤済み）

【エラー】他の薬剤と服用【指示】警告
［血清カリウム値の上昇のおそれがある］

OK

処方チェック結果

重複投薬等チェックとは、過去 100 日以内に患者さんに処方・調剤された薬剤の成分情報と、
新たに処方・調剤される薬剤の成分情報を突合し、同一投与経路、同一成分の重複または
併用禁忌がないかを確認する機能

https://www.iryohokenjyoho-portalsite.jp/download/docs/unyou_manual.pdf
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Step③ 医師・歯科医師による「処方箋の登録」

電子/紙に関わらず、処方内容を含む電子ファイルを電子処方箋管理サービスに登録する

そうだったのか、電子処方箋【医療機関・薬局の皆様へ】 (厚生労働省） https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf を加工して作成

医療機関

https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf
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Step④ 患者さんによる「情報の閲覧」

引換番号・被保険者番号等を事前に薬局に送ることで、
薬局での速やかな調剤、患者さんの待ち時間短縮に繋がる

そうだったのか、電子処方箋【医療機関・薬局の皆様へ】 (厚生労働省） https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf を加工して作成

患者さん

https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf
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Step⑤ 患者さんによる「本人確認／同意」

医療機関受診時同様、提出する処方箋の種類が電子か紙かは患者さんが選択する

健康保険証での受付の場合：患者さんが引換番号を薬局に提示し、 薬局が引換番号と
被保険者番号などを基に薬局システムに処方箋を取り込む。

そうだったのか、電子処方箋【医療機関・薬局の皆様へ】 (厚生労働省） https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf を加工して作成

薬局

https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf
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Step⑥ 「処方箋の取得」
Step⑦ 「処方・調剤された情報や重複投薬チェック結果の参照」
Step⑧ 「調剤内容の登録」

電子処方箋を受け付けた場合、薬剤師の電子署名が必要となる

そうだったのか、電子処方箋【医療機関・薬局の皆様へ】 (厚生労働省） https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf を加工して作成

薬局

https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf
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患者さんの記憶など
＋過去1か月～3年分のお薬のデータ

15

電子処方箋導入によるメリット①
閲覧できる薬剤情報

従来

オンライン資格確認
導入済み

電子処方箋
導入済み

患者さんの記憶など

患者さんの記憶など
＋過去3年分のお薬のデータ

直近 過去1か月程度 過去3年間

お薬手帳や患者さんとのコミュニケーションを基に把握する情報

電子処方箋管理サービスなどに記録されたお薬のデータを基に把握する情報

患者さんの記憶などに頼らず、過去のデータを参照してお薬をより正確に把握可能に

そうだったのか、電子処方箋【医療機関・薬局の皆様へ】 (厚生労働省） https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf を加工して作成

https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf
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用法用量の記載漏れや
手書きで読めないことも

なくなったな

誤記も空欄もないのでOKです

用法が入力されていません

電子処方箋導入によるメリット②
重複投薬等チェック・入力項目チェック

そうだったのか、電子処方箋【医療機関・薬局の皆様へ】 (厚生労働省） https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf を加工して作成

https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf
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電子処方箋導入によるメリット③
処方箋の手入力の負担、保管・管理作業の削減

そうだったのか、電子処方箋【医療機関・薬局の皆様へ】 (厚生労働省） https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf を加工して作成

https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf
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2023年度の電子処方箋システム改修補助の見直し
（2022年度補助と同率まで引き上げ）

開始目前！これならできる、電子処方箋(厚生労働省）https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/001030623.pdf を加工して作成

2023年度予算案額 130.9億円（383.3億円）※（）内は前年度当初予算額

大規模病院
(病床数200床以上)

病 院
(大規模病院以外)

診療所
大型チェーン薬局
(グループで処方箋の受付
が月4万回以上の薬局)

薬局
(大型チェーン薬局

以外)

2022年
度導入
完了した
施設

上限162.2万円
※事業額の486.6
万円を上限に
その1/3を補助

上限108.6万円
※事業額の325.9
万円を上限に
その1/3を補助

上限19.4万円
※事業額38.7万
円を上限に
その1/2を補助

上限9.7万円
※事業額38.7万円
を上限に
その1/4を補助

上限19.4万円
※事業額38.7万
円を上限に
その1/2を補助

2023年
度導入
完了した
施設

上限162.2万円
※事業額の486.6
万円を上限に
その1/3を補助
(見直し前:1/4)

上限108.6万円
※事業額の325.9
万円を上限に
その1/3を補助
(見直し前:1/4)

上限19.4万円
※事業額38.7万
円を上限に
その1/2を補助
(見直し前:1/3)

上限9.7万円
※事業額38.7万円
を上限に
その1/4を補助
(見直し前:1/5)

上限19.4万円
※事業額38.7万
円を上限に
その1/2を補助
(見直し前:1/3)

https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/001030623.pdf
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HPKIカード取得費用補助

＜補助期間＞ 2022年10月28日（経済対策閣議決定※）～2023年3月31日
※｢物価高克服・経済再生実現のための総合経済対策｣

＜補助額＞

認証局 区分
補助適用前発行
費用（税込）

補助額
（税込）

補助適用後発行
費用（税込）

日本医師会 ー 5,500円 2,750円 2,750円

日本薬剤師会
会員 19,800円 5,500円 14,300円

非会員 26,400円 5,500円 20,900円

一般財団法人
医療情報システ

ム
開発センター

ー 26,950円 5,500円 21,450円

※詳細は、https://www.mhlw.go.jp/stf/denshishohousen.html

開始目前！これならできる、電子処方箋(厚生労働省）https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/001030623.pdf を加工して作成

https://www.mhlw.go.jp/stf/denshishohousen.html
https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/001030623.pdf
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医師・歯科医師、薬剤師毎に1枚ずつ発行申請が必要です。

23

電子署名とHPKIカード

医療機関が電子処方箋を発行する場合、または、薬局が電子処方箋を受け付けた場合に、
それぞれ処方内容/調剤内容を含む電子ファイルに電子署名を行う。

※紙の処方箋を原本として発行する場合は、電子ファイルに電子署名は行わず、従来どおり紙の処方箋に署名を行う

出典：「電子処方箋導入に向けた準備作業の手引き 令和4年10月 1.1版」（厚生労働省 医薬・生活衛生局）（https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000999483.pdf）
「利用申請開始！ はじめよう、電子処方箋 ～準備作業から利用方法を解説！～ 令和4年10月17日」（厚生労働省 医薬・生活衛生局）
（https://www.iryohokenjyoho-portalsite.jp/docs/online_setumeikai_2.pdf） を加工して作成

電子署名

氏名 XX
生年月日 XX
会員ID XX
登録番号 XX
有効期限 XX

カードID XX
発行日 XX

HPKIカードとは

HPKIカード（イメージ） •所持する人が医師・歯科医師、薬剤師の資格を有する者
であることを証明する物理的なカード

•認証局※が、電子的に資格を証明するための「電子証明
書」を発行し、HPKIカードに内蔵されるICチップに格納
※電子証明書の発行・管理を行う機関

•従来の処方箋に対する記名押印、または署名の代わりに、
電子証明書の情報を用いて、電子処方箋へ署名を行うこ
とができ、資格を有する者が処方箋を発行したことを電子
的に確認できる。

https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000999483.pdf
https://www.iryohokenjyoho-portalsite.jp/docs/online_setumeikai_2.pdf
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電子処方箋の対応薬局は2/19時点で632軒
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よくある間違い~おさらいを踏まえて
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Q＆A

オンライン資格確認と電子処方箋は同時に導入できますか？

同時に導入可能です。ただし、オンライン資格確認の原則義務化の動きを踏まえ、今
度末にかけてシステム事業者の対応が通常よりも時間が掛かる可能性があるため、い
ずれの導入についてもお早めの導入をお願いします。なお、補助金についてもオンライ
ン資格確認及び電子処方箋の両方を受け取ることができます。

健康保険証の原則廃止に伴い、電子処方箋で健康保険証は使えなくなるので
しょうか？

「経済財政運営と改革の基本方針（骨太方針2022）」において、将来的に健康
保険証の原則廃止を目指す方針が打ち出されています。健康保険証が廃止される
までの間は、電子処方箋の仕組みでは、マイナンバーカード及び健康保険証の両方
に対応する予定です。

電子カルテシステム以外のシステムでも電子処方箋に対応できるのでしょうか？

電子カルテシステムをご利用しておらず、レセプトコンピュータで処方箋を発行している
医療機関の皆様においても電子処方箋に対応できます。
※ご使用いただいているシステムが電子処方箋に対応しているかは、システム事業者にご相談ください。

そうだったのか、電子処方箋【医療機関・薬局の皆様へ】 (厚生労働省） https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf を加工して作成

https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf
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Q＆A

電子署名を付与する手段をまだ持っていませんが、導入に向けて問題なく取得でき
るのでしょうか？

制度上は、HPKIカードを用いた電子署名に限られておりませんが、現時点で利用可
能な電子署名等としてはHPKIカードがあります。
2023年1月の電子処方箋開始までに、皆さまに取得いただけるよう、国としても
HPKIカードの普及に向けた各種施策を検討しています。
※HPKIカードは、医師・歯科医師、薬剤師ごとに必要となります。
※HPKIカードの発行申請数によっては、カード発行までに通常よりも時間が掛かる可能性があります。

電子処方箋はどのような患者さん、処方箋を対象としているのでしょうか？

電子処方箋は、マイナンバーカード及び健康保険証を利用する患者さんにご利用い
ただけます。対象となる処方箋として、約75%を占める院外処方箋を対象としていま
す。
ただし、2022年度診療報酬改定で導入が決定したリフィル処方箋や医療機関・薬
局間の連携が発生しない院内処方箋などについては、令和5年1月時点では対象外
としています。※将来的に対応するかは現在検討中です。

そうだったのか、電子処方箋【医療機関・薬局の皆様へ】 (厚生労働省） https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf を加工して作成

https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf
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Q＆A

電子処方箋と電子版お薬手帳は連携するのですか？

患者さんは、電子版お薬手帳アプリで、電子処方箋管理サービスのお薬のデータを表示できる
ようになります（データはアプリに保管）。また、医療機関で受け取った処方箋を事前に薬局
に送付したい場合、引換番号と被保険者番号などを電子版お薬手帳アプリ経由で送信する
こともできます。それらを受け取った薬局では、患者の来局前に、電子処方箋（原本）を電
子処方箋管理サービスから取得することで、速やかに調剤を開始できます。
※電子版お薬手帳アプリが対応しているかは事前に確認する必要があります。

そうだったのか、電子処方箋【医療機関・薬局の皆様へ】 (厚生労働省） https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf を加工して作成

https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf
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武田テバ6月追補品 製品戦略

March 9, 2023



Copyright © 2016 Teva Takeda Pharma Ltd. All rights reserved.

製 品 名 同種品名

処 持続性AT1レセプターブロッカー

アジルサルタン錠10mg・20mg・40mg

「武田テバ」

アジルサルタン錠

アジルバ錠

処 定量噴霧式アレルギー性鼻炎治療剤

フルチカゾンフランカルボン酸エステル

点鼻液27.5μg「武田テバ」56噴霧用・120噴霧用

フルチカゾンフランカルボン酸エステル点鼻液

アラミスト
点鼻液

81

2023年６月 薬価収載予定製品一覧

薬価基準未収載

処 処方箋医薬品（注意ー医師等の処方箋により使用すること）

オーソライズド・ジェネリック

小児の用法用量は取得しておりません
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規格 10mg 20mg 40mg

包装
単位

PTP包装：100錠（10錠
×10）

500錠（10錠
×50）

PTP包装：100錠（10錠
×10）

500錠（10錠
×50）
バラ包装：500錠

PTP包装：100錠（10錠×10）
500錠（10錠

×50）
バラ包装：500錠

同種品名
（薬価）

アジルバ錠10mg

(93.80円)

アジルバ錠20mg

(140.20円)

アジルバ錠40mg

(210.20円)
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2023年2月 承認取得製品

アジルサルタン錠10mg・20mg・40mg「武田テバ」
薬価基準未収載

表 裏表 裏表 裏
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2023年6月 薬価収載予定製品

フルチカゾンフランカルボン酸

薬価基準未収載

規格 56噴霧用 120噴霧用

包装
単位

6g×１ 10g×１

同種品名
（薬価）

アラミスト点鼻液27.5μg56噴霧用
(1,672.50円)

アラミスト点鼻液27.5μg120噴霧用
(3,513.80円)

エステル点鼻液27.5μg
「武田テバ」56・120噴霧用

表 裏 表 裏



Internal Use Only

製剤特長

◼ 先発品と同一のデバイス・製剤のAG

人間工学に基づいた握りやすく押しやすい横押し型

残量が小窓から確認できる ソフトな霧で刺激が少ない

◼ 包装単位は1本単位

◼ 先発品と似た包装デザイン

同じ形のラベル 同様のマーク ラベル個装箱ともに同系色

◼ QRコードによる使用方法動画へのリンク

84
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先発品と

原薬 添加物 製造方法

製剤の
製造工場

製剤上の
特徴

効能効果

が同一です

武田テバ AGのポジショニング
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患者さん向けサポートツール ①

高血圧症患者さん向け冊子

種
類

服薬指導せん 高血圧症患者さん向け冊子

概
要

（B6サイズ・36頁）

血圧手帳
アジルサルタン錠「武田テバ」を

服用される方へ

（A6サイズ・２頁）

グラフ式

数値式
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患者さん向けサポートツール ②

種類 高血圧症患者さん向け冊子

概要

高血圧症の治療を受けられる患者さんへ
（A5サイズ 12頁 冊子／A4サイズ 4頁分 リーフレット）

監修

●高血圧 ●食事療法 ●運動療法

監修監修 自治医科大学
内科学講座循環器内科学部門

教授苅尾 七臣 先生

帝京大学
福岡医療技術学部 医療技術学科

教授河野 雄平 先生

日本医療大学

総長島本 和明 先生

リーフレット リーフレット リーフレット
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